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1

シラバスを効果的に活用し，計画的な学習
スタイルを確立させる。

「シラバスを効果的に活用し，計画的な学
習ができている」肯定的評価40%以上

有効活用しやすいように一部改訂したが，生
徒の肯定的評価は17.6%(昨年度比-1.3)，教職
員60.9%(-15.6)と低い結果であり，今後さら
に見直しが必要である。

Ｃ

本年度も改訂を進めているが，次年度以降
も生徒にとって使いやすいものになるよう
さらに改訂を行う。

2

始業のチャイムを守り，授業時間の確保を
図る。

「始業チャイムと同時に授業を始められて
いる」肯定的評価95％以上

生徒の肯定的評価は97.8%であり，ほとんどの
生徒が始業時間を守った生活ができている。 Ａ

次年度以降も，授業を大切にする意識付け
を徹底する。

1
教員相互の授業参観を実施し，授業力の向
上を図る。

「授業力向上に授業公開・参観授業を役立
てることができた」肯定的評価80％以上

１・２学期に１回ずつ実施した。職員の肯定
的評価は91.3%であり，目標は達成できた。

Ａ
教員同士の指導力向上を図るため，今後も
継続する。

2

各教科で定期的に教科会を開催し，学習指
導の方法の工夫や改善について検討する。

「教科会を指導の方法の工夫や改善に繋げ
ることができた」肯定的評価80%以上

職員の肯定的評価は84.6%であり，目標は達成
できた。また英数国については県外から授業
の達人を招いての授業力向上研修会を実施
し，授業改善に努めた。

Ａ

次年度以降もさらなる指導力強化を目指し
て，教科会を定期的に実施する。授業力向
上研修会についても検討する。

3

定期的に課題や反省ノート(定期考査・実
力テスト・校外模試)を提出させて，学習
内容の定着を図る。

「課題・反省ノートの提出率」90％以上 提出率は，１年生93.2%，２年生81.5%，全体
で87.3%であり, 目標は達成できなかった。２
年生には少し中だるみの傾向が見られる。

Ｃ
反省ノートの作成の仕方やその活用法につ
いて指導する。また，課題の内容や量につ
いても検討する。

４

ペアワーク等を取り入れ，生徒が積極的に
取り組めるよう授業を工夫する。

「英語の授業の各種活動に前向きに取り組
んでいる」肯定的評価90％以上

全学年で，授業に前向きに取り組んでいると
いう肯定的な評価が90％を超えており，ペア
やグループでのコミュニケーション活動にも
積極的であった。

Ｂ

教科書に加えて，実際のコミュニケーショ
ンの場面に近い教材を用いた活動を増や
し，実践的な英語力を育成する。

1

小テストを実施することにより，主体的な
学習を促し，基本事項の定着を図る。

「小テストの７割以上得点者数」70%以上 年間を通して継続的に小テストを実施し，基
礎力の定着を図った。科目内での多少のばら
つきはあるものの，全教科を平均すると目標
の70％をほぼ達成できた。

Ｂ

出題範囲や形式について定期的に振り返
り，より一層学習効果が上がるような小テ
スト作りを工夫する。また，生徒の自主学
習の習慣作りに役立つよう，授業内容との
関連性を高める。

2

「生活の記録」を活用して生徒の現状を理
解し，学級担任が中心となって学習方法な
どについて適切なアドバイスを行う。

「生活の記録等を利用して生徒の実態を把
握し，日常的に指導ができている」肯定的
評価60％以上

日々の学習時間の変化や毎日の生活について
の情報が得られ，93.5％の職員が実態把握に
有効であるとしている。生活記録を役立てて
いる生徒は37.4%と低かった。

Ｂ

生活の記録の活用により，生徒の悩みや問
題の早期発見に役立てるとともに，家庭学
習時間の確保に向けた指導につなげる。

1 予習・復習を促す週末課題を作成し，自主
的・計画的な学習習慣を育成する。

「週末課題は学習の習慣化に役立った」肯
定的評価70％以上

職員は73.9％が役立ったとしているが，生徒
の肯定的評価が67.1％と目標までもう一歩の
結果であった。

Ｂ

教科間の連携に努め，課題全体の量の精選
に努める。また，長期休業中の課題は，一
定期間ごとに分割して提出させ，点検する
など，指導方法を工夫する。

2

定期考査・実力テスト・校外模試に向け
て，主体的・計画的に学習させ，進路目標
の実現に向けて努力させる。

「定期考査・実力テスト・校外模試に向け
て計画的に学習している」肯定的評価70％
以上

全教科を平均すると，目標をほぼ達成でき
た。定期考査同様に，テストの有効活用方法
に重点を置いた指導が必要である。

Ｂ
定期考査前には，苦手分野の多い生徒に対
して必要に応じて補習を行うなど，学習し
やすい環境を整える。

3

定期考査・実力テスト・校外模試の結果を
有効に活用させる。

「定期考査・実力テスト・校外模試の反
省・復習を行っている」肯定的評価70％以
上

定期考査や実力テストの振り返りができてい
る生徒は67.9%と少なく,さらに働きかけが必
要である。

Ｂ

テスト返却時に，出題範囲のポイントを復
習できるように工夫することで，毎日の授
業や次のテストに向けた学習と連動させ
る。

1

家庭学習時間調査を通して，家庭における
学習状況を把握し，学習習慣を育成する。

全生徒の年間平均家庭学習時間2.8時間以
上。3年生3.5時間以上，2年生2.8時間以
上，1年生2.7時間以上

全生徒の年間５回の平均家庭学習時間は2.67
時間。３年生3.5時間，２年生2.3時間，１年
生2.2時間で目標に届いていない。

Ｃ
家庭学習の大切さについて，機会あるごと
に指導する。特に，１・２年時での指導を
工夫する。

2

学年集会などを利用して学習の意義や具体
的な学習方法について指導し，家庭での学
習習慣を定着させる。

家庭学習時間調査による１時間未満の生徒
の割合を年度当初より10%以上減少させる

年間５回の学習時間調査を検証してみると，
２年生では５人から３人に減少したが，１年
生では２人から10人に増加している。家庭学
習習慣の定着が不十分であり，学年内でも，
学習時間の差が大きくなっている。

Ｃ

課題や小テスト対策を活用しながら毎日計
画的に家庭学習する習慣を身につけられる
よう，担任と教科担任とが連携しながら指
導を続ける。

1

教材を工夫し，生徒の興味・関心を高め
る，わかりやすい授業を行い，確かな学力
を定着させる。

「よくわかる授業を実践することができ
た」先生の肯定的評価80％以上　「先生の
授業はよく理解できた」生徒の肯定的割合

肯定的評価は教員83.5%，生徒は88.2%であ
り，目標を達成できた。 Ａ

興味・関心を高める教育についての意識を
高め,指導力の向上を目指す。

2
魅力あるＳＳＨ事業を展開し，知的好奇心
を向上させる。

「ＳＳＨ事業の各種活動に参加してよかっ
た」肯定的評価60％以上

各事業の肯定的回答の平均値は66.9%であり，
目標を達成できた。

Ａ
来年度以降，ＳＳＨの成果をどのように活
かしていくかを検討する。

1

ＰＴＡ総会や学年ＰＴＡへの積極的な参加
を促す。

「保護者のＰＴＡ総会・学年ＰＴＡの参加
者数」前年度比5％アップ

ＰＴＡ総会参加者が42％(昨年度比＋10)，学
年ＰＴＡ参加者３年53％(＋5)，１・２年49％
(+5)と向上し，学校教育への関心が高まって
いる。

Ａ

進路に関心を持つ保護者は増えつつある
が，学年ＰＴＡへの参加率は低い。内容に
ついて検討する。

2

迅速にホームページを更新し，最新の情報
を提供する。

「ホームページは，学校の活動状況等を理
解するのに役立っている。」肯定的評価
70%以上

保護者の肯定的評価は65.4%であり，情報提供
に課題を残しているが，ホームページで各種
情報を得ている生徒は73.3%であった。

Ｂ
各行事ごとの担当者を詳細に決め，迅速な
更新に努める。
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家庭との連携

学習習慣の確
立

Ａ

課題

計画的，効率
的な授業の展
開

④

本年度の重点目標

家庭学習の充
実

⑦

指導方法の工
夫・改善

⑤

興味・関心を
高める教育

②

目的意識を
持った学習態
度の育成

学校と家庭が
連携を深め，
主体的に学習
する態度と確
かな学力を
持った生徒を
育成する。

③

活動計画

1

①

⑥

Ｂ

シラバスについ
ては，生徒が計
画的に学習でき
るようまとめら
れている点はよ
いが，生徒が意
欲を持って積極
的に利用できる
ようさらに簡略
化する必要があ
る。また，４月
当初だけでな
く，学期毎に説
明を加えるな
ど，活用方法に
ついて検討する
必要がある。

明確な目標を
持って，日々の
予習・復習を
しっかり行い，
授業を第一に取
り組む学習習慣
を定着させてほ
しい。また，週
末や休業中の課
題としては，生
徒がモチベー
ションを向上さ
せながら，主体
的・積極的に取
り組めるものを
選んでほしい。

公開授業や教科
会を定期的に行
う中で，情報を
共有し，それぞ
れの教科指導の
工夫・改善に活
かしてほしい。
授業力向上研修
は大変有効であ
るので，今後も
継続実施してほ
しい。

「生活の記録」
は生徒の状況把
握や信頼関係構
築に有効である
が，毎日のコメ
ントについて
は，教員の過重
負担にならない
よう工夫してほ
しい。

Ｂ

(所見)
公開授業週間で
の教員相互の授
業参観や教科会
での話し合い
は，授業内容や
指導方法の工
夫・改善につな
がっており，今
後も続ける必要
がある。また，
外部講師を招い
ての授業力向上
研修会が大変有
意義であったの
で，今後も継続
したい。

授業の予習・復
習をしている生
徒の割合は上昇
傾向にあり，今
後も継続的な指
導が必要であ
る。入学当初か
ら進路に対する
明確な目標を持
たせることで，
主体的に学習す
るという意識を
向上させる必要
がある。

学習時間数はど
の学年も昨年よ
り減少気味であ
るが，１時間未
満の生徒は減少
した。予習・復
習だけでなく実
力テストの勉強
や週末課題への
積極的な取り組
みがされれば，
全体的に増加す
るはずである。

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

Ａ

【備考】　「評価」及び「総合評価の評定」の基準　　Ａ：十分達成できた　　Ｂ：概ね達成できた　　Ｃ：達成できなかった　
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課題本年度の重点目標 活動計画

1

W-ingプラン/SW-ingプランの活動，職業調
べ，学部・学科研究，講演会等に積極的に
取り組ませる。

「W-ing/SW-ingプランの進路学習は進路選
択に役立った」生徒肯定的評価65%以上

様々な行事に生徒は真面目に取り組んでお
り，肯定的評価は67.9%(昨年度比+7)と良い結
果であった。

Ｂ
各種事業の実施時期や内容に加え，それぞ
れの事業の成果とその活用のしかたについ
て検討する。

2
ＳＳＨ活動への参加を将来の志望分野探し
に役立たせる。

「ＳＳＨ活動は大学進学後の志望分野探し
に役立った」生徒の肯定的評価60％以上

肯定的回答は58.9%で，各種講演会・プレゼン
テーション等は効果的に機能している。

Ｂ
この事業で得たこの成果をどのように活か
していくかを検討する。

3

「道標」の内容の充実に努めるとともに，
各種の進路情報をわかりやすく提供する。

「進路情報は充実している」生徒・保護者
の肯定的評価70%以上

肯定的評価は，保護者81.6%(昨年度比+3.5)，
生徒65.6%(+2.2)であり，概ね達成できた。 Ｂ

入試環境の変化に即して情報提供を行い，
進路情報誌「道標」の内容を改訂する。

1

三者面談に加え，必要に応じて個別面談を
実施するなど，きめ細やかな進路指導を行
う。

「面談や個別指導を通して，生徒に応じた
進路指導ができている」「先生は面談など
を通して，進路についてよく指導してくれ
ている」生徒の肯定的評価85%以上

生徒の肯定的評価は79.2%(-4.6)，保護者は
85.6%(+5)であった。

Ｂ

生徒一人一人にとって，より効果的な面談
の方法や，それを実現するための体制を整
える。

2

小論文・ディベート・プレゼンテーション
指導を充実させ，論理的言語能力の育成を
図る。

「小論文・プレゼン・ディベート学習は進
路実現に役立っている」生徒の肯定的評価
70%以上

生徒の肯定的評価は69.6%(昨年度比+7.5)であ
り，指導内容を再編成したことの効果が出て
いるようだ。

Ｂ
取り組み内容のさらなる充実を図り，進路
意識の向上につなげる。

1

日常の取り組みを学習成績に反映させ，進
路実現に結びつける。

「生徒・保護者の希望の高い国公立大学へ
の合格者数」在籍数の50％以上

国公立大合格者１０７名(51.7％)
Ｂ

生徒・保護者の進路希望が実現することを
第一目標にして学校活動を適切にマネジメ
ントし，目標の達成につなげる。

2

学習と部活動の両立を図りながら，生徒の
自己実現に向けた指導を行う。

「部活動顧問は各種大会に向けた調整を行
うとともに，生徒の学習状況を考慮して活
動時間を設定している」肯定的評価80％以
上

生徒の肯定的評価74.8％。目標の80％には届
かなかったが，多数の部活動を展開している
ことを考えると，おおむね達成できたと言え
る。

Ｂ

顧問の努力をサポートする対策を講じる。

1
学校祭や球技大会などの学校行事へ積極的
に参加することにより，協働意識を高め
る。

「学校祭や球技大会は生徒中心の運営で非
常に楽しく充実している」肯定的評価80％
以上

生徒の肯定的評価は88.7％で，目標は達成で
きた。準備期間が短かったが，生徒はよく協
力し，良い結果が出た。

Ａ
生徒がさらに主体的に活動できるよう現在
のシステムを発展させる。

2

ＨＲ活動や生徒会活動を通して社会性を育
てる。

「生徒会活動は学校生活がよりよくなるよ
うに活発に活動できている」肯定的評価
80％以上

生徒の肯定的評価は63.5％。生徒会の活動
が，役員以外の生徒にあまり知られていない
ようである。

Ｃ
生徒会活動を他の生徒にアピールする。特
に，後期生徒会の活動については，その内
容を周知する。

3

脇高生にふさわしい身だしなみ・言葉遣
い・時間厳守など，社会人として必要な態
度や習慣を育成する。

「服装・言葉遣い・時間厳守を心がけた生
活ができている」肯定的評価85％以上

生徒の肯定的評価は84.7％(昨年度比-３)で
あったが,保護者は88.2％(+5)であり,目標は
概ね達成できた。

Ｂ
生徒の身だしなみに対する意識は向上して
いる。保護者の理解・協力を得ながら組織
的かつ粘り強く取り組む。

1

ボランティア活動への積極的な参加を呼び
かけ，社会貢献への意識を高める。

「各種ボランティア活動には積極的に参加
している」肯定的評価60％以上

生徒の肯定的評価48.2％。ボランティア活動
に対する意識を高める必要がある。生徒は時
間的余裕があまりないようである。

Ｃ
学校周辺および,老人ホーム等の清掃活動
についても周知させ，積極的な参加を促す
ような取り組みが必要である。

2

修学旅行の自主研修「企業・官公庁等訪
問」やその事前研究，事後発表を充実さ
せ，社会への関心を高める。

「修学旅行の自主研修に積極的に取り組
み，社会への関心が高まった」生徒の割合
70％以上

修学旅行参加率は100％で，その内容も満足で
きると90％以上が答えている。大学や研究所
の訪問等，有意義な旅行内容となった。

Ａ
充実した研修になるよう，訪問先の精選・
研修内容に加え，アポイントの方法等につ
いて検討する。

1

生徒の英語学習への意欲を高めるととも
に，国際理解教育の充実やコミュニケー
ション能力の向上を図る。

「英検やＧＴＥＣの受検，ＡＬＴとの授業
に主体的に取り組んだ」肯定的評価70％以
上

英検の受験者が昨年より34人増加し，２年生
ではＧＴＥＣのグレード４以上が昨年度より
35人増加した。また，ＡＬＴとのティーム
ティーチングにも毎回意欲的に取り組んだ。

Ａ

ＡＬＴとのティームティーチングを活用
し，国際社会に目を向ける機会を増やすと
ともに，コミュニケーション力を向上させ
る授業方法を工夫することで，各種技能試
験の受験者・合格者数の増加につなげる。

2

新聞・雑誌・インターネット等を活用し，
異文化に関する知識と正しい認識を持たせ
るとともに，グローバル化に柔軟に対応で
きる能力を育成する。

「社会の様々な問題に興味を持ち，新聞・
雑誌・インターネット等を利用している」
生徒の割合が70％以上

生徒の肯定的評価は47.8%と低く，積極的な活
用を促す工夫が必要である。

Ｃ

授業等を通して,異文化に対する知識・理
解を深めさせるとともに情報収集能力や活
用力を向上させる。

２

③

④

夢を持ち，目
標の実現に向
けて努力し，
将来，社会の
リーダーとし
て活躍しうる
生徒を育成す
る。

⑤

望ましい職業
観・早期の進
路意識の育成

個々の希望や
適性に応じた
多様な進路指
導

Ｂ

インターネット
は手軽で便利に
情報を得ること
ができるが，誤
解や偏見を与え
る情報，不正確
な情報などがあ
る。スマート
フォンなどの使
用時間と学習時
間は反比例する
傾向があるの
で，依存症にな
らないよう家庭
とも連携した指
導をしてほし
い。

時間的な問題が
あり，ボラン
ティア活動への
積極的な参加は
難しいと思われ
る。しかし，地
域のイベントな
どでの脇高生の
活躍は歓迎され
ているので，で
きるだけ参加し
てほしい。校外
の行事について
情報を収集し，
生徒会活動の一
つとして，全校
生を対象に呼び
かけてはどう
か。

グローバル社会
の一員として，
異文化に対する
理解を深めさせ
るとともに，学
んだことを実践
できるよう指導
する。

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

⑥

グローバル化
に対応できる
人材の育成

Ｂ

②

Ｂ

(所見)
Wｰingプラン
/SWｰingプラン
の活動が進路選
択の資料となる
よう，さらに充
実させていく必
要がある。ま
た，小論文やプ
レゼンテーショ
ン学習の再編成
も必要である。

面談や個別指導
に関しては，概
ねよい評価であ
る。さらにきめ
細やかな指導を
要する。

生徒会活動など
が今後も生徒の
主体的な活動と
して取り組める
よう，支援する
必要がある。

社会のリーダー
として活躍しう
る人材の育成を
めざし，ボラン
ティア活動への
参加や異文化理
解などを積極的
に進める必要が
ある。

将来，社会に
おいて活躍し
うる脇高生の
育成

生徒保護者が
希望する進路
目標の達成

将来，社会に
貢献しようと
する人材の育
成

①

【備考】　「評価」及び「総合評価の評定」の基準　　Ａ：十分達成できた　　Ｂ：概ね達成できた　　Ｃ：達成できなかった　



評価指標 評価指標の達成度と活動計画の実施状況 評価 評価 総合評価 学校関係者の意見 次年度への課題

平成２６年度　徳島県立脇町高等学校　学校評価　総括評価表

課題本年度の重点目標 活動計画

1
清掃活動やゴミの分別に積極的に取り組
み，快適な環境で学習する。

「ごみの分別は正確にするよう心がけてい
る」肯定的評価85%以上

生徒の肯定的評価87.4％(昨年度比+4.3)と意
識は向上している。ゴミの分別も正確にでき
た。

Ｂ
ペットボトルのキャップの収集をはじめ，
さらに細分化した分別ができるよう指導す
る。

2

参加体験型訓練など，体験を重視した活動
を取り入れ，防災に対する関心を高め，家
庭でも学校でも積極的に行動できるよう指
導する。

「防災訓練には，関心を持って積極的に参
加している」肯定的評価85%以上

防災訓練は年２回実施しているが，「積極的
に参加している」生徒の割合は59.6％(昨年度
比-1.8)であり，まだまだ意識は低い。

Ｃ

いつ起こるか分からない南海・東南海地震
に備えるためにも防災意識が高まるよう引
続き参加体験型訓練などを取り入れる。

1

各課や学年との連携を密し，ホームルーム
活動の内容を充実させる。

「ホームルーム活動の時間は活発な雰囲気
で積極的に取り組めている」肯定的評価
75％以上

生徒の肯定的評価は74.8％であり，概ね目標
は達成できた。 Ｂ

担任会等でホームルームで扱う内容につい
て話し合い，展開しやすい方策を考える。

2

部活動を通して，集団の中での役割や立場
を理解し，協力できる生徒を育成する。

「部活動を通して好ましい人間関係ができ
ている」肯定的評価85％以上

生徒の肯定的評価は83.4％で，目標には届か
なかった。 Ｂ

集団や社会の一員として協力できるよう，
さらに取組を充実させるように方策を考え
る。

1

身だしなみについて各クラス・各学年・学
校全体で継続的な指導を行う。また，朝の
あいさつ運動を毎月実施する。

「常に校則を守ることを心がけている」肯
定的評価85％以上

肯定的評価は生徒84.4％(昨年度比-1.4)・保
護者88.4％(+0.3)であり，概ね目標を達成す
ることができた。

Ｂ
保護者の理解・協力を得ながら，今後も地
道な啓発を続ける。

2

バイクの安全運転実施講習会を開き，車体
検査を各学期に行う。また，登下校指導を
毎月行うなど，交通安全教育を徹底する。

「交通安全・交通マナーについては日ごろ
から十分に意識し，守っている」肯定的評
価85％以上，生徒の交通事故を減らす

肯定的評価は生徒84.１％(昨年度比-１)・保
護者88.１％(±0)であった。さらなる啓発と
意識づけが必要である。

Ｂ
交通事故ゼロをめざして，取り組みを充実
させるように方策を検討する。

3

情報モラルを身につけさせるとともに，携
帯電話やスマートフォン等の利用ルールを
守らせる。

「携帯電話等の利用時間を守っている」肯
定的評価85％以上

生徒の肯定的評価は45.0％で，携帯電話の利
用時間について指導しているにもかかわら
ず，守れていない生徒が多かった。

Ｃ

携帯電話等の利用時間を守る啓発指導に努
める。マナーやモラルについて，意識改革
につながるような講演会や研修会等も検討
が必要である。

4

すべての生徒について，個人面談や家庭連
絡を密に行うとともに，関係機関との情報
交換を適宜行う。

「生徒の指導に関して，家庭と緊密に連携
しながら適切に対処できている」肯定的評
価85％以上

保護者の肯定的評価85.6％(昨年度比-4.6)で
あった。 Ａ

今後も，保護者の理解を得られるよう，緊
密に連携を図り，継続した取り組みを行
う。

1

時節や生徒の生活状況に応じて保健だより
を定期的・臨時的に発行するなど，効果的
な保健指導を行う。

「保健だよりの発行」年間10回以上 病気や熱中症などの予防に努めるとともに，
毎月１回の「保健だより」を発行することが
できた。

Ａ
定期的な保健だよりだけでなく，季節や行
事に合わせて，臨時的な保健だよりの発行
も積極的に行う。

2

計画的かつ能率的に健康診断を実施すると
ともに，事後指導を徹底する。

生徒全員が定期健康診断を受診し，適切な
事後管理ができる。

生徒全員の定期健康診断の受診と，適切な事
後管理はできているが，所見があった者への
治療の呼びかけが不十分であった。

Ｂ
有所見者への集団指導や個別指導，また治
療の呼びかけを行う。

3

教職員に加え部活動生徒への救急法講習会
を実施するなど，校内救急体制の充実に努
める。教職員対象救急法講習会(年１回実

「緊急時に救急措置(ＡＥＤを含む)をする
ことができる」教職員85％以上

教職員の肯定的評価は91.3％(昨年度比-2.8)
で，目標を達成することができた。 Ｂ

教職員全員が救急処置を行えるよう，ＡＥ
Ｄの講習会などを定期的に続ける。

1

教育相談活動について生徒や保護者への周
知を図るとともに，生徒の悩み相談を行
い，生徒の自立を支援する。

「自分の悩みなどの相談がしやすい環境に
ある」評価結果前年度よりUP(昨年度：生
徒82％・保護者84.5％)

肯定的評価は，生徒79.7％(昨年度比-2.3)，
保護者86.2％(+1.7)であった。 Ｂ

発信することが苦手な生徒に対する支援や
相談を積極的に行う。

2

不登校になりがちな生徒を早期発見・対応
できるよう，欠席や欠課の報告時数を変更
し，教職員全員の意識を高める。

「教職員が普段から生徒の様子を気にした
り，欠課や欠席が続く生徒への対応が，昨
年度より早くなったと感じた」教職員が
80％以上

肯定的評価は60％程度にとどまった。教員間
で生徒の認識にも温度差も感じるが，相談担
当に個別に相談する教職員は増加傾向にあ
る。

Ｃ

諸規程集改訂に伴い，不登校認定制度のあ
り方や欠課時数などの取り扱いも変わるた
め，共通理解を図るための研修を行う。

3

5月に1・2年生を対象に自己理解調査を行
う。

「自己理解調査により，自己の特性を理解
したり人間関係作りのヒントを得ることが
できたと感じた」生徒60％以上

生徒の肯定的評価は60％以上で効果的であっ
たことがうかがえる。しかしながら，結果を
継続して活用するまでには至らなかった。

Ｂ

自己理解調査を実施し，その結果を活用で
きるよう担任や部活顧問と相談体制を確立
する。また，対策研修会を開くなど，教職
員間での理解を深める。

1

人権問題講演会・「脇高人権の日」を実施
するとともに，ＰＴＡ総会や保護者面談等
を通し，人権問題について啓発する。

「人権問題について学んだことを，日常生
活に活かそうとしている」肯定的評価85%
以上

肯定的評価は66.6％(昨年度比-3)にとどまっ
ており，学んだことを実践できている生徒は
少ない。

Ｃ
講演会や人権の日のテーマについて検討
し，生徒の実態や社会情勢に応じた内容へ
と改善を図る。

2

人権学習ホームルーム活動の指導案，資料
の共有化を図るとともに，参加型体験学習
など体験を重視した指導を行う。

「人権学習ホームルーム活動は充実してい
る」肯定的評価85%以上

生徒の肯定的評価は主体性・理解度とも90％
を越えている。(昨年度比+5.0)有意義な活動
ができている。

Ａ
人権委員を中心に，生徒がより主体的に運
営するホームルーム活動を行う。

3

いじめが起こらない環境づくりを推進する
とともに，生徒の発するサインを見逃さな
いよう，定期的にアンケートを実施し，実
態把握に努める。

生徒アンケートを学期に１回以上実施 生徒指導課と連携し，学期に１回のアンケー
トを実施し，生徒の悩みや問題解決等に迅速
な対応ができた。

Ｂ

アンケート結果の分析を緻密に行い，学年
やクラス経営に活かすことができるシステ
ムを構築する。

1

芸術や文化に関する活動を通して，芸術・
文化について理解を深めるとともに，豊か
な情操を養う。

「芸術や文化活動に積極的に取り組んだ」
肯定的評価60％以上

芸術に対する生徒の肯定的評価は，１・２年
とも90％を超えており,授業に対する理解度に
ついても99.3％と非常に高い。興味・関心も
98.5％であり,積極的に取り組めている。

Ａ

授業内容のレベルを上げ，芸術文化に関す
る知識や技術の向上を図るとともに，各種
コンテストなどへの積極的な参加を促す。

2

図書館活動を活発に推進し，読書への関心
を高め，感性豊かな生徒を育成する。

「普段からコラムを読んだり，読書に親し
むよう心がけている」肯定的評価60％以
上，図書の貸し出し数・入館者数の増加を
図る。

肯定的評価は生徒57.5％(昨年度比+7.7)・保
護者45.7％(±0)・教職員89.1％(+4.8)と昨年
度より向上したが,目標は達成できなかった。 Ｃ

国語科だけでなくあらゆる機会をとらえて
啓発するとともに，図書館便りや読書に親
しめる環境づくりを工夫し，生徒が意欲的
に取り組めるよう方策を検討する。

人権教育の推
進

⑤

３

自尊感情を養
い，仲間と協
働できる心豊
かで公共心と
社会性を備え
た　たくまし
い生徒を育成
する。

③

集団や社会の
一員として協
力

④

Ｂ

Ｂ①

環境美化・防
災に対する意
識の向上

防災意識を向上
させるため，参
加体験型訓練を
取り入れる。特
に，雪害など，
その地域に住ん
でいないと気付
かない課題があ
ることから，あ
らゆる時間帯，
様々な事象を想
定して，迅速か
つ適切に行動で
きる訓練や役割
分担をしておく
必要がある。

身だしなみにつ
いては，指導の
成果が現れてい
る。送迎する保
護者が増加傾向
にあり，通勤期
間帯には学校周
辺が保護者の車
で混雑し，危険
である。生徒は
もちろん，保護
者に対しても，
交通安全や交通
マナーについて
徹底した指導を
お願いしたい。

画像や動画な
ど，受動的に楽
しめるものでは
なく，本や新聞
などを使って
もっと文字に親
しみ，考える活
動ができるよう
指導して欲し
い。

ＰＴＡ総会につ
いては，共働き
かつ厳しい労働
環境にある保護
者には参加が難
しいようだが，
参加者数は年々
増えている。総
会時の人権問題
講演会について
は，何かに特化
したものではな
く，あらゆる問
題に対応できる
ような内容を扱
う必要がある。

Ｂ

(所見)
身だしなみ指導
や交通安全教育
は，全教職員が
歩調を合わせて
継続的に指導し
ており，一定の
成果を上げてい
る。今後も社会
人として必要な
態度や習慣の育
成に励む必要が
ある。

個々の生徒の悩
みに対応するた
め，教職員が情
報の共有を図
り，組織的に指
導することがで
きた。

人権教育ホーム
ルームの公開な
どにより，指導
方法の工夫につ
ながったと思わ
れる。

携帯電話等のマ
ナーやモラルに
ついては，適宜
指導するととも
に，講演会や研
修会等を取り入
れ，意識の向上
を図る必要があ
る。

「保健だより」
や「図書館だよ
り」を配布する
中で，生徒の健
康意識の高まり
や読書週間の定
着につながるよ
う指導する必要
がある。

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ⑦

感性豊かで，
調和のとれた
人間性の育成

②

保健指導の充
実

⑥

Ｂ

教育相談及び
特別支援教育
の充実

基本的生活習
慣の育成，安
全教育の推進

【備考】　「評価」及び「総合評価の評定」の基準　　Ａ：十分達成できた　　Ｂ：概ね達成できた　　Ｃ：達成できなかった　


